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＜学校教育目標＞

自立 貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「心のスイッチ」 

校 長  大谷 裕紀         
   

        梅雨の晴れ間、今年は、プールから子供たちの歓声を聞くことができます。１年生たちも、入 

学当初は、私を見て「園長先生」と呼ぶ子もいたのですが、最近はすっかり「校長先生」が定着

しました。さて、前期前半も残り１ヶ月となりました。この７月の 1 ヶ月は、4 月からの様子を振り

返り、また、まとめの時期であると思います。子供たちが自分自身の成長と、さらに努力すべき

点についてしっかり理解できるように指導してまいります。6 月の全校朝会では、「学校生活、そ

して新しい友達、先生にすっかり慣れてきました。そこで、さらにスイッチを入れて頑張っていき

ましょう」ということで東井義雄（とういよしお）さんの「心のスイッチ」という詩を、紹介しました。 

心のスイッチ 

人間の目は ふしぎな目 

見ようという心がなかったら、見ていても見えない。 

人間の耳は、ふしぎな耳 

聞こうという心がなかったら、聞いていても聞こえてこない。 

本当にそうだと、腹の底まで聞く人もある。 

同じように学校に来ていても、ちっともえらくならない人がある。 

毎日、ぐんぐんえらくなっていく人もある。 

今までみんなから、つまらない子だと思われていた子でも 

心にスイッチが入ると、急に素晴らしい子になる。 

心のスイッチが、人間をつまらなくもし、素晴らしくもしていくんだ。 

電灯のスイッチが、家の中を明るくもし、暗くもするように 

 

 東井先生は、兵庫県生まれで、昭和 47年に小学校の校長を定年退職されています。その

後、兵庫教育大学院、姫路学院女子短期大学の講師を務めながら、講演を行い、平成 3 年

に亡くなっています。今校長室には、その講演について書かれている「子どもの心に光を灯

す」と「自分を育てるのは自分」という 2冊の本があります。当然、その当時と今では、社会全

体が大きく違いますし、学校も子供たちの環境も違います。また、子供たちが将来、社会に

求められている社会人像も当然今とは違っています。ただ、今も昔も変わらないのが、親子

の絆と「親の思い」であると思います。東井先生の言葉に中に、こんなのがあります。 

「百千の灯 あらんも われを待つ灯は ひとつ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の主な行事予定 

1 木 巡回相談 

2 金 
特別支援学級授業公開 

たて割り活動 委員会 

3 土 授業参観日（３時間、給食なし） 

4 日   

5 月 振替休業日（７／３分） 

6 火 全校朝会、代表委員会 

7 水 月曜日課５時間 

8 木 木曜日課５時間 

9 金 
月曜日課５時間  登校指導日  

スクールカウンセラー来校日 

10 土   

11 日   

12 月 
英語専科教員来校日 

くまなびスクール⑥ 

13 火 
月曜日課 

林間学校（５年） 

14 水 月曜日課 

15 木 木曜日課 

16 金 月曜日課５時間 

17 土   

18 日   

19 月 くまなびスクール⑦ 

20 火 
全校朝会  ３時間（給食なし） 

アシスト配布 

21 水 夏季休業日（～８／３０） 個人面談① 

22 木   

23 金   

24 土   

25 日   

26 月 個人面談② 水泳教室① 

27 火 個人面談③ 水泳教室② 

28 水 個人面談④ 水泳教室③ 

29 木 個人面談⑤ 水泳教室④ 

30 金 個人面談⑥ 水泳教室⑤ 

31 土   

 

 

身近な『ふしぎ』を覗いてみると 

理科主任  

          「先生！なんでスイッチをつけると車が動くの？」「モンシロ

チョウって普段どんな生活をしているのかな？」理科の授業をし

ていると、子供たちからこのような声がたくさん聞こえてきま

す。大人の私たちからすると当たり前のように思えることでも、 

子供の世界は本当に新鮮で、身近な生活の中にたくさんの『ふしぎ』が溢れていると 

改めて実感させられます。“なぜこうなるのか”、“どうしてこうなるのか”。こうした 

身近な『ふしぎ』を探ろうとする姿勢こそが、理科授業を充実したものにするための 

最大のポイントであると思います。 

 では、子供の『ふしぎ』を探ろうとする力をどのように伸ばしていくことができる

のでしょうか。私は「様々な体験をさせること」が大切だと考えています。昨今の子

供たちを取り巻く環境は、私たちの小学校時代とは大きく変化しています。インター

ネットが普及し、何か調べたいことがあればすぐ検索することのできる現代情報社会

においては、身近な生活の中にある『ふしぎ』に目を向け、自分自身の手で疑問を解

き明かしていこうとする姿勢は薄れていくでしょう。 

 だからこそ、教室の外に飛び出してモンシロチョウを観察したり、自らの手を動か

し、試行錯誤をしながら実験に取り組んだりしている子供たちの目は本当にきらきら

と輝いて見えます。身近な生活の中の『ふしぎ』を解き明かすことに喜びを感じとっ

ていることと思います。理科授業での様々な体験を通して、『ふしぎ』を探ろうとす

る力をたくさん伸ばしていきたいと思います。 

 

      

     ８・９月の主な行事予定 

８月２日 （月） 個人面談⑦ 

１３日 （金） ～８／１６（月）日直を置かない日 

２０日 （金） 全校登校日（給食なし・３時間） 

２１日 （土） ＰＴＡ奉仕作業 

２０日 （日） ＰＴＡ奉仕作業 

３１日 （火） 全校朝会、月曜日課３時間給食なし 

９月１日 （水） 給食開始（５時間）避難訓練、一斉下校 

２日 （木） 校内絵画制作会 

６日 （月） 小中合同一斉訪問 

７日 （火） 
代表委員会、１年鍵盤ハーモニカ講習

会 

９日 （木） 登校指導日、家庭教育研修会 

２４日 （金） クラブ 

３０日 （木） ＰＴＡ全体委員会 

※ 日直を置かない日は、職員が学校におりません。 

※ 英語教室の日程等は、後日お知らせします。 

 



 

 

 


